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は じ め に

みどりの森として市民に親しまれている忍ケ岡丘陵に位置する忍

ケ岡古墳は、原形をとどめる古墳時代前期の古墳としては近畿地方

でも有数のものとされている。

市の歴史を語る上で省くことのできをいこの古墳にかかわる報告

書は、昭和10年京大梅原博士によるもののみであり、郷土愛好家の

常に無念とするところであった。

昭和48年3月 日本考古学協会員、瀬川芳則氏の御好意により実

施した古墳玄室内の測量調査をきっかけに、測量実測図に加え、若

干の写真、説明、さらに府教委発行の遺跡実測図を集録、文化財シ

リーズ第2集として、ここに刊行することと在った。文化財保護行

政推進への一助となればこの上ない幸せである。

をお、本冊子を刊行するにあたり御協力いただいた瀬川芳則氏、

枚方市文化財研究調査会、畷古文化研究保存会の皆さんには深甚を

る感謝の意を表します。

昭和49年4 月

四條畷市教育委員会

教育長 奥 田 久 雄



工 位置と環境

忍ケ岡古墳は、四條畷市の北部、国鉄忍ヶ丘駅から西方300mの丘陵上に位置し

ている。

四條畷高校より以西の黒土の沖積地である河内平野に突出している標高40mの丘

榎で、この忍ケ岡丘陵は、行者山・交野ケ原・香里台地をどと同じく赤土の地層の

洪積期丘陵であり、花崗岩でできている飯盛山・束・田原につづく生駒山系により

そうように立地している。

丘陵の北側には讃良川が流れ、広々とした河内平野ををがめる景勝の地であるば

かりでをく、南北朝時代の四條畷の合戦では、北軍高師直の軍勢の拠点に在ったり

大阪夏の陣には、徳川秀忠が前進の陣地を定めるをど古くから軍事的にも重要を位

置を占めていた。

忍ケ岡古墳周辺の歴史的環境としては、讃良川からは、チョッビングトール・翼

状ナイフ・細石器をどの旧石器の出土がしられている。

讃良川北岸の台地とそれにつづく河岸段丘には、縄文時代の岡山遺跡があり、縄

文式土器の他に白鳳時代の古瓦が出土している。蓮華文のつく瓦の出土することか

らは、この地の豪族であった新羅系の蓑田勝を創建者とするらしい讃良寺(更荒寺)

の存在が考えられるであろう。

四條畷市には、忍ケ岡古墳のほかに古墳時代の遺跡としては、中野に墓の堂古墳、

清浦に双子塚古墳が現存するほか、滝にも黒石古墳があったといわれている。

いま丘陵上には、忍陵神社が鎮座しているが、この神社の社殿が、昭和9年9月

に室戸台風で倒壊し、翌年の復旧工事で、偶然、石室の一部が発見された。これが

忍ケ岡古墳の発見である。

この発見により大阪府史蹟調査委員会では、一応の調査を実施し、その結果は梅

古墳時代とは

弥生時代に継続する時で、弥生時代にはじまった農耕が、共同体生産に発展していき、耕地の

拡張をどによって生産量をましていった。

この生産量の増加に平行して、階級分化がはっきりしていき、統治形態が出現してきて、国家

的統一が進行していった時代である。

時期はだいたい3世紀末から6世紀中頃までである。
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原末治博士によっ

て「日本古文化研

究報告第4 ・近畿

地方古墳墓の調査

2 ・第二河内四條

畷村忍ケ岡古墳」

に報告されている。

をお、保存され

ている石室は、調

査後に一部復原さ

れたものである。

Ⅱ 古墳の墳丘

北向きの前方後円墳であるが、前方部には大正寺が建ち、墓地にをっているし、

後門部は上部が削平され忍陵神社社殿があるために、現状の墳丘は原形とは異をっ

ている。

梅原未治博士の前掲の報告書を参考にして、現状に若干の推測を加えをがらこの

古墳を考えてみよう。

古墳は南北に主軸をもち全長約90mの前方後円墳である。

後円部の直径は約45mで、現高は約6mであるが、社殿の築造のために削平され

ており、原形の高さは約2m程高かったと推定される。

後円部の南側から西側の一部の下辺がよく原形を残しており、それをもとに復原

してみると裁頭円錐状をなしていたと思われる。

前方後円墳

古墳は土を高くもって造られた古代の墓であるが、盛土の外形からいえば、方形・円墳・前方

後円墳の三大別される。

前方後円墳は、方丘を前方部、円丘を後門部、方丘と円丘との接するところを「くびれ部」と

いう。日本の古墳時代に特有の墳墓形式で、その形から茶臼山・車塚・双子塚と呼んでいるとこ

ろもある。
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後円部と前方部のくびれ部にあたる所に巾3m程の凹地があり、この凹地は後円

部の東側前部から前方部にのびている。

前方部は、この凹地が西に曲って小径の所で段ををしている部分までとも推定さ

れているが、後円部の大きさや高さ等から、大正寺の鐘隣北端までと推定される。

前方部の巾は約20mで、高さは後円部の高さの半分位であろう。

現状では葺石の石材も円筒埴輪等もみつけられ老いが、円筒埴輪が石室の崩壊し

た部分から出土したと報告され、京都大学にも少量の円筒埴輪片が保管されている。

Ⅲ 内部施設

石室は後円部のほぼ中央に位置しており、軸は古墳の主軸と平行で南北の方向に

とっている。

復原された石室の大きさは、長さ6.3m、巾は南端では1mであるが、序々に狭

天 井 石

くなって北端では

0.6mになる。高さ

は南端では0.73m

であり、少し高く

なって序1自こ低く

なっていき、北端

では0.45mに在る。

石室の構造は、

安山岩質の板石を

小口積みしていき、

上部を同質の板石

円筒埴輪

埴輪は、古墳の墳丘上にたてられる赤褐色の素焼の土製品の総称である。

考古学上では、埴輪は円筒埴輪と形象埴輪とに2つに大別される。円筒埴輪には、簡単な円筒

形をものと、円筒形の上部が広がっている朝顔形円筒埴輪とがある。形象埴輪は、動物や人物、

家をどをかたどったものである。
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を並架しているの

は、多くの竪穴式

石室に見られる構

造である。

石室の底部は、

粘土をかためて、

0.3mの厚さにし

きつめた粘土床を

つくっている。粘

土床は、石室の平

面よりもひろくつ 小口づみ

くられている。中央部上面は、ちょうど蒲鉾を逆にしたような形で南北に凹んでい

る。

この凹みには、考古学上、割竹形木棺と分類されるところの、直径1mもあるコ

ウヤママキの大木を二つに割り、内を到り抜いてつくられた木棺が安置されていた

ものである。

底部の一部に、粘土床をつらぬいて大きな穴があるが、これは発見時に掘られた

ものである。この穴の観察から床は、耕土と思われる土壌に粘土をひいた構造であ

ることが明らかにされた。

石室の外周囲には、大小の河原石が駈かれて地固めをしている。石室が崩れない

ようにされている。

石室の壁面の築戌は、現在では復原され、断面を見ることができをいが、前掲の

報告書には、河原石は南側では0.6m以上、北側では0.9m以上置かれ、その下に粘

土床よりも0.25m程深く基底に大きな割石を並べられていたと報告され、さらに次

竪穴式石室と横穴式石室

古墳の埋葬設備で石材を積んで作った室を石室といい、これには竪穴式石室と梯穴式石室とが

ある。

竪穴式石室は、はじめに四方の壁を造り、遺骸収容後に上部を閉塞する榔道である。

横穴式石室は、はじめに三方の壁と天井部を造り、最後に一方の壁を出入口として閉塞する糧

道で、ふつう羨道と玄室に分かれている。
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U)ように報告されている。

「即ち小口積の壁面の外側に同様の石材を加えて固めとしていることは従来とても

既に知られている所であるが、ここの基底部では内壁から五尺余の部分にまで及び

それから上に至るに従い漸次減じて以て天井部に達し、両も縁辺に大石を重ねると

∴ろ、これに天井石を覆うて見ると、室を中心として大き珪石葉の「マックス」を

なしたことが知られ、恰も細長い一種の積石塚とも見る可き外容と怠る。」

天井石は今回の調査の時には、 5枚しか遺存していをいが、発見時には6枝道存

していたということである。しかし石室を覆うにはたりず、盗掘の際に取り去られ

たものである。

石室内部の側壁の石に朱の付着が認められ、粘土床の凹みには、朱の薄層があっ

たと報告されていることから、遺体保存に朱を使用されたものであろうが、現在で

は認めることはできをい。

Ⅳ 出土した副葬品

石室内部には、既に述べたように盗掘されていたために、副葬品もあまり残存し

ていなかったが、南半部より石製品や鉄製品が出土している。

発見者の語った副葬品の位置は、南壁の近くの床の緑に刀剣の破片、凹みの束南

端に斧頭、西隅に鉾の破片、室の中央から南にかすて鉄片が偏在し、東南の壁の近

くから紡錘車等の石製品があったとの事である。

石製品としては、石釧・紡錘車・鍬形石が認められる。

石釧 破片 1個分

紡錘車 破片共 6個分

鍬形石 破片 1括

〈紡錘車〉

糸をつむぐとき、回転によって糸に経をかけるため、糸巻棒にさしてその回転をたすける円盤形

あるいは載頭円錐形、算盤玉形の小器具、土製、石製、骨角製をどがあり、大きさは径3へ5cmで

中心に貫通孔がある。

〈釧〉

腕輪をさす日本の古語。腕輪であればなんでも釧といえるわけであるが、考古学上の用語として
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石釧の材質は碧玉製と呼ばれているもので、全形の約3分の2が遺存していた。

内径5.7cmであるが、表面はひどく風化している。

紡錘車は、完形品4個、破片2個で、いずれも碧玉製である。完形品について見

ると、径は5cm、高さ1cm内外で中央の孔は一方から穿ったものである。

鍬形石はすべて碧玉製である。破片が小さく復原は不可能であるが、 2 ・ 3個分

であると推定される。どれも直孤文系で飾っている。

鉄製品としては、剣身・太刀掠・鉾・斧頭・鎌・刀子・鉄・小札が認められる。

剣身 残欠 2口分

太刀掠 残欠 1括

鉾 残欠 2口分

斧頭 2種 3個

鎌 残欠 2口

残欠 1個

刀子 1口

銭 破片 若干

小札 数口

剣身は2口共に木輔が身に密着して遣っており、太刀の拓の片に葛纏の原形をと

どめた柄の一部の外に、直孤文を刻出した装具片があって、しかもそれが木彫と覚

しく精巧を彫法を示している。

斧頭には、扁平を古式の小型品と、両側を折り曲げて袋状にした大型品とがある。

鎌には木桶が遺存していた。

小札はこはぜ形をしており、捏甲所用のものであることから甲の副葬が推察され

る。

は、主として古墳時代の遺物について石釧、鋼釧、銀釧、金釧、鈴釧をどとよんでいる。

〈鍬 形石〉

古墳時代の碧玉製の腕輪の一種。

形が鍬の刃に似ているところから、江戸時代の学者によって鍬形石とか、狐の鍬石とか呼ばれ、

今日もそのまま鍬形石の名で呼ばれている。
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あ と が き

本書の作成にあたり、京都大学考古学研究室および、都出比呂志

氏の協力を得たほか、桜井敏夫氏の指導を得た。記して感謝の意を

あらわしたい。
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監修 瀬川芳則

執筆 宇治「王朝喜生・桑原武志
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